
 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

  

星
田
北
で
は
地
権
者
の
準
備
組

合
が
土
地
区
画
整
理
の
事
業
化
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
交
野
市
も
第
二

京
阪
沿
道
の
計
画
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

 

星
田
駅
北
地
区
（
26

ha
）
で
は

戸
建
住
宅
２
３
０
戸
、
マ
ン
シ
ョ
ン

３
８
０
戸
、
病
院
、
商
業
施
設
、
農

地
ゾ
ー
ン
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
星
田
北
・
高
田
地
区
（
19

ha
）

で
は
、
当
初
予
定
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
は
中
止
と
な
り
、
物
流
倉
庫
等

を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

都
市
計
画
道
路
「
星
田
駅
前
線
」

「
交
野
中
央
線
」
を
配
置
し
、
駅
前

広
場(

北
側)

を
整
備
す
る
計
画
で
、

市
が
上
限
30
億
円
補
助
す
る
予
定

で
す
。 

 

ど
ん
な
境
遇
に
あ
る
子
ど
も
で

も
、
保
育
や
教
育
を
受
け
る
権
利
が

奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
認
定
こ
ど
も
園

は
法
的
に
は
退
園
や
入
園
を
拒
む

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

今
、
交
野
市
が
進
め
る
民
営
化
で

公
立
を
減
ら
せ
ば
「
子
の
最
善
の
利

益
」
を
守
る
こ
と
が
さ
ら
に
難
し
く

な
っ
て
い
く
の
は
明
白
で
す
。
民
営

化
は
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
地
権
者
の
合
意
形
成
を
十
分
に 

 

事
業
の
背
景
に
、
農
業
の
継
続
が

困
難
な
地
権
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
地
権
者
の
同
意

状
況
は
約
８
割
で
す
。
居
宅
の
立
ち

退
き
や
、
農
地
の
移
転
・
減
歩
（
平

均
４
割
面
積
減
）
な
ど
に
納
得
し
て

い
な
い
地
権
者
が
約
２
割
あ
り
ま

す
。
市
は
、
合
意
形
成
が
不
十
分
な

ま
ま
、
都
市
計
画
手
続
き
を
進
め
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
周
辺
道
路
の
改
善
を
一
体
に 

 

星
田
北
ま
ち
づ
く
り
で
人
口
・
交

通
量
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
道

路
の
改
善
も
一
体
に
検
討
す
べ
き

で
す
。 

の
安
全
な
整
備
、
②
府
道
私
市
太
秦

線
の
拡
幅(

府
に
要
望)

を
強
く
求
め

ま
し
た
。 

 
 

 

 

特
に
区
画
整
理
の
区
域
に
隣
接

す
る
、
①
星
田
北
線
（
妙
見
口
～
府

道
20
号
線
の
道
幅
の
狭
い
区
間
）

 

今
年
度
、
交
野
市
内
に
あ
る
全
認

可
保
育
園
（
公
立
３
園
・
私
立
７
園
）

が
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
さ
れ
ま

し
た
。
移
行
の
中
で
、
重
大
な
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
問
】
私
立
認
定
こ
ど
も
園
で
「
保

育
料
を
３
ヶ
月
滞
納
し
た
場
合

退
園
と
す
る
」
と
の
内
容
を
含
む

誓
約
書
の
同
意
が
保
護
者
へ
求

め
ら
れ
て
い
る
。
保
育
料
を
払
え

な
い
時
の
対
応
は
。 

【
答
】
特
別
な
理
由
が
あ
る
時
は
減

免
等
を
行
う
。
悪
質
な
滞
納
が
続

く
と
退
園
も
あ
り
得
る
。 

 

日
本
共
産
党
の
賛
成
討
論
要
旨 

 
 

 

「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
改
正

案
」(

共
謀
罪)

制
定
に
つ
い
て
、

政
府
は
、
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条

約
批
准
の
た
め
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
条
約
は
マ
フ
ィ
ア
な
ど
経

済
犯
罪
に
対
応
す
る
も
の
で
テ

ロ
対
策
で
は
な
い
。
国
民
の
内
心

を
処
罰
し
電
話
・
メ
ー
ル
、
ラ
イ

ン
な
ど
を
監
視
す
る
一
方
、
「
テ

ロ
対
策
」
と
は
全
く
関
係
が
な
い

な
ど
は
国
会
審
議
で
明
ら
か
と

な
っ
た
。
ま
た
、
「
一
般
人
は
関

係
な
い
」
と
し
な
が
ら
警
察
組
織

が
「
共
謀
罪
」
の
嫌
疑
を
抱
け
ば
、

一
般
市
民
が
日
常
的
に
監
視
の

対
象
と
な
り
得
る
。
国
連
人
権
特

別
報
告
者
ジ
ョ
セ
フ
・
ケ
ナ
タ
ッ

チ
氏
は
法
案
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
表
現
の
自
由
の
制
限

に
な
る
と
強
い
懸
念
を
表
明
し

て
い
る
。 
 
 

 

日
本
共
産
党
は
、
民
主
主
義
の

流
れ
に
逆
ら
う
「
共
謀
罪
」
廃
止

に
、
引
き
続
き
全
力
を
あ
げ
る
。 

 

今
年
度
、
市
内
４
カ
所
の
小
規
模

保
育
施
設
開
設
も
あ
り
、
４
月
時
点

で
の
待
機
児
童
数
は
18
名
と
な
り

ま
し
た
（
昨
年
は
47
名
）
。
し
か
し
、

今
年
度
か
ら
待
機
児
童
の
定
義
が

改
定
さ
れ
、
入
園
で
き
な
か
っ
た
の

に
待
機
児
童
と
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な

い
「
隠
れ
待
機
児
童
」
が
132
名
と

急
増
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
困
っ
て

い
る
市
民
の
数
が
表
面
化
さ
れ
な

い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

●障がい者・高齢者が切実に願う「ゆうゆ

うバスの３台復活」を 

●就学援助の「小中学校の入学準備金」は

必要となる３月にこそ支給すべき 

●小中一貫校（施設一体型）はデメリット

が多く、今後検討する場合は慎重な議論

が必要 

●交野市の農業振興について 

 
 

保
育
料
滞
納
で
退
園
!? 

隠
れ
待
機
児
童
が
132
名 

【その他の質問と要望】 
【
問
】
退
園
は
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
「
子
の
最
善
の
利
益
」
と
の
趣

旨
に
反
す
る
の
で
は
。 

【
答
】
市
と
し
て
転
園
等
の
措
置
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

        国・府への意見書並びに請願に対する、会派及び議員の態度  

提案内容 提出者 賛成会派・議員 反対会派・議員 結果 

「森友学園」疑惑の徹底解明と説明
責任を求める（国・府へ提出） 

日本共産党 

日本共産党(中上･皿海･藤田） 
市民クラブ（野口･久保田） 
大阪維新の会（黒瀬･岡田） 
会派無所属（松村）   8 名 

自民党（片岡・雨田） 
公明党(新･三浦･友井） 
会派無所属(前波･山本） 
          7 名 

  ○可決 
 
 

地方財政の充実・強化を求める 市民クラブ 
日本共産党・市民クラブ 
維新の会、松村     8 名 

自民・公明 
前波・山本     7 名 

  ○可決 
 

【「組織的犯罪処罰法改正案」に反対
する市議会決議を要請する請願】 

市民 
｢吉坂泰彦」 

日本共産党 
山本・松村       5 名 

市民クラブ･自民･公明 
維新の会、前波    9 名  

×否決 
議長は採決不参加 

 
【「組織的犯罪処罰法改正案」に反対する市議会決議を要請する請願】 

 

星田北開発のイメージ図 
 (市の資料[2017年2月]をもと
に日本共産党市議団が作成) 


